伊那谷再発見～子どもの未来応援団～助成金交付要綱

　（趣旨）
第１条　この要綱は、上伊那郡内に在住する子どもたちが、子どもの未来応援団の活動を通して、現在及び未来に希望と目標を持って主体的、積極的に活動を行うために、郷土愛プロジェクト（上伊那広域連合規約（平成１１年長野県指令地第３４８号）第２条の関係市町村（以下「関係市町村」という。）の産官学組織が構成団体となり、関係市町村の枠を超えて協働しながら、次世代育成や地域づくりを実践しているプロジェクトをいう。）が予算の範囲内で助成金を交付することに関し、必要な事項を定めるものとする。
　（定義）
第２条　この要綱において「子どもの未来応援団」とは、上伊那郡内に在住する子どもが次に掲げる活動を行う場合に、その活動を支援する団体等をいう。
　(1) 地域連携活動
　(2) スポーツ推進活動
　(3) 芸術・文化推進活動
　（対象者）
第３条　助成金の交付の対象となる団体は、上伊那郡内に所在する団体等で、次に掲げるものとする。
　(1) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１項に規定する学校及び同法第
１２４条に規定する専修学校
　(2) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第７条に規定する保育所及び幼保連携型認定こども園
　(3) 前２号に掲げるもののほか、上伊那郡内で子どもの健全育成のために活動している団体
　（対象事業）
第４条　助成金の対象となる事業（以下「助成対象事業」という。）は、次に掲げるとおりとする。ただし、国、県その他の機関の補助事業の対象となっているものを除く。
　(1) 地域や地元企業等と共に学習又は活動を行っている事業
　(2) スポーツ又は芸術・文化の分野で子どもが活躍している事業
　(3) 前２号に掲げるもののほか、郷土愛プロジェクトの会長（以下「会長」という。）が必要と認める事業
　（助成対象経費及び助成金額等）
第５条　助成金の交付の対象となる経費は、前条各号に掲げる事業に要する経費とする。
２　助成金の額は、前項に規定する経費の額以内とする。
３　助成金の交付は、１年度につき１回を限度とする。

　（交付申請）
第６条　助成金の交付を受けようとする者は、子どもの未来応援団助成金交付申請書（様式第１号）に必要書類を添付し、会長に提出しなければならない。
　（交付決定）
第７条　会長は、前条の申請書の提出を受けたときは、その内容を審査し、適当と認めたときは、子どもの未来応援団助成金交付決定通知書（様式第２号）により通知するものとする。
　（助成事業の変更等）
第８条　前条の通知書を受けた者（以下「助成決定者」という。）は、助成金の交付申請の内容を変更しようとするとき又は助成対象事業を中止しようとするときは、速やかに子どもの未来応援団助成事業変更・中止承認申請書（様式第３号）を会長に提出し、承認を受けなければならない。
　（実績報告）
第９条　助成決定者は、助成対象事業が完了したときは、子どもの未来応援団助成事業実績報告書（様式第４号）に次に掲げる書類を添えて、会長に提出しなければならない。
　(1) 助成対象事業に係る活動経過写真
　(2) 助成対象事業に要した費用の支払状況が分かる書類
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類
　（助成金の額の確定）
第１０条　会長は、前条の実績報告書の提出を受けたときは、その内容を審査し、適当と認めたときは、交付すべき助成金の額を確定し、子どもの未来応援団助成金確定通知書（様式第５号）により通知するものとする。
　（助成金の請求）
第１１条　前条の通知書を受けた者は、助成金の交付を請求しようとするときは、子どもの未来応援団助成金交付請求書（様式第６号）を会長に提出しなければならない。
　（助成金の取消し）
第１２条　会長は、助成金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付を取り消し、又は既に交付した助成金の全部若しくは一部を返還させることができる。
　(1) 偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。
　(2) この要綱に違反したとき。
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が取り消すことが適当と認めるとき。

　（補則）
第１３条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
　この要綱は、平成３０年４月１８日から施行し、平成３０年度の助成金から適用する。
様式第１号（第６条関係）
子どもの未来応援団助成金交付申請書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
　
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　子どもの未来応援団助成金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。
記
１　団体の概要
	構成員計
	学年
	学級・クラブ等名
	指導者
	計

	
	年
	
	人
	人

	担当者名（所属）
	

	連絡先
	電話
	

	
	Mail
	


２　事業計画
	時期
	場所
	実施項目
	実施内容

	
	
	
	


３　収支予算書
　(1) 収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	予算額
	前年度予算額
	比較増減
	摘要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


　(2) 支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	予算額
	前年度予算額
	比較増減
	摘要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


４　添付書類
　(1) 活動実績の分かるもの
　(2) 本年度の活動計画、教育計画等

【事務局記入欄】

	〈推薦書〉

　上記の団体は、助成金の交付対象となる団体として、以下の点を推薦します。




様式第２号（第７条関係）
第　　　　　号　
年　　月　　日　

　　　　　　　　　　様
郷土愛プロジェクト
会長　　　　　　　　　　　　印

子どもの未来応援団助成金交付決定通知書
　　　年　　月　　日付けで申請のあった子ども未来応援団助成金について、次のとおり決定しましたので通知します。
子どもの未来応援団助成金交付決定額
金　　　　　　　　　　　　　　　円
様式第３号（第８条関係）
子どもの未来応援団助成事業変更・中止承認申請書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で助成金の交付決定のあった子ども未来応援団助成事業について、次のとおり変更・中止したいので下記のとおり申請します。
記
	１　変更・中止の理由
	

	２　変更の内容
	


様式第４号（第９条関係）
子どもの未来応援団助成事業実績報告書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で助成金の交付決定のあった子ども未来応援団助成事業が完了したので、下記のとおり報告します。
記
１　団体の実績
	担当者名（所属）
	

	構成員計
	学年
	学級・クラブ等名
	指導者
	計

	
	年
	
	人
	人

	指導教諭等職・氏名
	


２　活動・課題の実績
	活動・課題名
	

	目的
	

	内容
（得られた事項）
	

	残された課題
	


３　収支決算書
　(1) 収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	決算額
	摘要

	
	
	

	計
	
	


　(2) 支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	決算額
	摘要

	
	
	

	計
	
	


４　添付書類
　(1) 助成対象事業に係る活動経過写真
　(2) 助成対象事業に要した費用の支払状況が分かる書類
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類
様式第５号（第１０条関係）
第　　　　　号　
年　　月　　日　

　　　　　　　　　　様
郷土愛プロジェクト
会長　　　　　　　　　　　　印

子どもの未来応援団助成金確定通知書
　　　年　　月　　日付けで提出のあった子ども未来応援団助成事業実績報告書を審査した結果、次の金額を当該事業に対する助成金として確定します。
１　交付確定額　　　　　　　　　　　　　　　　円
様式第６号（第１１条関係）
子どもの未来応援団助成金交付請求書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で確定の通知のあった子ども未来応援団助成金について、下記のとおり請求します。
記
１　請求金額　　　　　　　　　　　　　　　円
２　振込先口座
	金融機関名
	

	本・支店名
	

	口座種別
	普通　　・　　当座

	口座番号
	

	ふりがな
	

	口座名義
	


PAGE  
- 4 -

